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＜連絡事項＞

· 「異動希望理由書」の締め切りは１月３１日（火）まで期限を守り早めに江刺家課長に提出してください。

・２６日（木）高田　多紀子様初外来日となっています。忘れ物があるため外来に依頼しています。

· 臨時薬のセット忘れによる忘薬の事故について

1 スタッフの臨時薬処方となった患者様へ対する意識が低い。

2 薬に対しても人の命が関わっているという意識を持って業務をしていきましょう。

3 リーダーのマニュアルを確認していきましょう。

4 臨時薬の残薬があった場合、申し送りをし服薬カート内に「臨時薬残薬あり」の札をはさみ各勤務帯で確認を徹底していきましょう。

＜患者様連絡事項＞

· 駒木　洋士様～保護者の父様が亡くなったため死亡から１０日以内に選任する必要が　　　　　　　あります。本日ＳＷ水野さんがご家族に電話確認する予定です。病棟　　　　　　　　に連絡があれば明日以降水野さんは休みとなるためＳＷ下平さんま　　　　　　　　で連絡して下さい。

· 板橋　雅勝様～他科薬が２月１日（水）で切れるため主治医に指示受けし２月１日（水）

　　　　　　　　の定期からヘルベッサーＲ（100）１cp　１×朝

　　　　　　　　　　　　　ザイロリック（100）２T　２×１（朝・夕）

　　　　　　　　当院処方となります。主治医診察では「左手首にできものがある。半年前に赤くなったこともある」と話しています。他科薬の残りが２錠ありますので本人様へ確認し家族面会時に返却するか検討していきましょう。　　　　

・清川　厚子様～自己服薬管理は１日分でと口頭で主治医より指示受けしています。２９日（日）の面会時に旦那様が服薬ボードを持ってくる予定となっています。

＜措置患者様ＮＣＰ評価・検討＞

· 出河　攻様～♯１他患者様の言動に左右されイライラ出現

　　　　　　　　P─①イライラの原因について傾聴する。

　　　　　　　　　②イライラの対処法について一緒に考える。

↓

　　　　　　　　イライラの訴えは現在聞かれないが服薬時、他患者様へ割り込んだり自己中心的なものの捉え方がみられます。高価な買い物をしようとすることあり自分で勝手に決めずにスタッフに相談する様に伝えています。衝動性を抑制できない可能性があるため今後も措置入院が妥当と思われます。

· 石切　久様～♯１幻聴に左右された他者からの孤立化

P─①妄想の内容・訴え・表情・口調の観察

②コミュニケーション能力の向上

③スタッフから話し掛け感情発散を促す。

↓

　　　　　　　　　１７日（火）に東病棟より転入されていますが作業や日課に支障なく取り組むことができています。自分から話すことはありませんがスタッフ対応は穏やかです。今後もスタッフから多く話し掛けていきましょう。

＜Ｄｒ千葉担当患者様ケースカンファレンス＞

· 袴田　隆裕様～昨日の主治医診察にて作業導入の指示ありました。本日はＢグループの　　　　　　　作業を見学し途中で眩暈を訴え途中退席されています。レクリエーショ　　　　　　　ンプログラムはベンチに座って見学されています。参加できていること　　　　　　　を評価しましょう。食事は「食べたくない」と話しますがレストランで　　　　　　　摂取されています。配膳時、依存的な様子みられます。できることは自　　　　　　　分で行っていただく様に関わっていきましょう。便秘の訴えありシンラ　　　　　　　ック液処方となっています。排便がない時は水分摂取・軽い運動・腹部　　　　　　　マッサージを促していきましょう。

＜皮膚科受診＞

・田野端　忠夫様～腰部の湿疹の軽減見られない為、デキサメサゾン1Ｔ　1×朝　７日分（1/26朝～2／1まで）が継続処方（臨時処方）となっています。引き続き、皮膚の状態の観察と掻痒感についての確認を行なっていきましょう。

　　　　　　　　　※2／1（水）の残薬１包ありますので１／３１（火）に忘れずにセットお願いします。

· 板橋　雅勝様～身体掻痒感・発疹あり皮膚科診察し急性湿疹と診断されています。引き　　　　　　　続き、皮膚の状態の観察と掻痒感についての確認を行なっていきましょ　　　　　　　う。

　　　　　　　　　急性湿疹　（躯幹）　デルモゾールＧ軟膏　１日／１回

　　　　　　　　　白癬　　　（両足）　ラミシール軟膏　　　１日／１回

　　　　　　　　　ラミシール（125）１Ｔ　１×朝　７日分（1/26朝～2／1まで）が臨時処方となっています。

　　　　　　　　　※2／1（水）の残薬１包ありますので１／３１（火）に忘れずにセットお願いします。

＜入院患者様追加情報＞

・種木　福松様（７３）　不安抑うつ状態像　　　医療保護入院

担当：川端Dr.　担当ＳＷ：水野　担当Ｎｓ：下帯・加藤

（入院後の様子）

入院中のことについて不安を訴えています。「じっとしていられない」と話し廊下歩行されています。夜間に具合いが悪くなった場合のことを心配されています。

（ケア方針）

本人様から不安の訴えがあった場合は話を聞いていきましょう。糖尿病の既往があった患者様ですが血液検査の結果をみてから方針を決めていく予定です。入院時１万4,000円と印鑑等持参しておりロッカー使用許可書を提出しています。許可が出るまでＡユニットのスタッフオフィスで預かりとしています。温水の床暖房が凍結しない様に弱くつけっぱなしにしてきたと心配されておりスタッフより娘様に確認するとホームタンクの残量は半分で床暖房の水抜きは娘様が家に来て実施しているので心配ないと話されています。通帳を２９日（日）の面会時に娘様が持ってくる予定となっています。本人様より朝日新聞を止めたいと希望ありますので娘様に連絡して依頼していきましょう。

※１月３０日（月）に他科薬のソラナックスが切れますので２６日（木）のリーダーは主治医に指示受けお願い致します。

・アレルギー…八味地黄丸・ジスロマック

・保護者…※水野ＰＳＷより

種本福松様の入院時の事務手続きですが、保証人・連帯保証人になれる家族がいない為(娘さんが知的障害である為)、まだ完了していない状態です。

(前回入院時は本人が手続きし、保証人欄は娘さんだったようですが。)

この件について高橋課長が、誰が保証人・連帯保証人になれるのか(前入院先の南部病院ではどうしていたのか)を確認するとのことです。

もし、明日以降に家族(娘)が来院するようでしたら、高橋課長に確認をとっていきましょう。

＜ミニ勉強会＞　救急実践　　　講師：外城Ｎｓ

場面設定：準夜帯で２人勤務（滝田Ｎｓ・鶴ヶ崎ＣＷ）

巡回時Ｈ様が倒れている。どの様に対応するか。

使用物品：ダミー人形

↓

実際に場面想定しやってみる。

· ワーカーが発見し患者様へ声を掛ける。意識確認をする。

（自発呼吸はあるか・脈はあるか確認）

· Ｎｓを呼び情報提供する。

· 救急カート・血圧計を運ぶ。

· 嘔吐がないか確認する。ディスポ手袋を事前に準備する。

· 顎を引いて気道確保する。中に異物がないか確認する。

・自発呼吸をしていない→心臓マッサージ・人工呼吸実施

· 準夜チーフに報告。他病棟への応援要請をする。

当直医へ報告する。

質問・意見は？

· 人命に関わるので臨機応変にやっていく必要がある。

· 日勤帯だと人数がいるが夜勤帯は役割分担して手際よくやっていく必要がある。

ＡＥＤ（除細動器）の使用の仕方の再確認をしています。

　　　　　　






















